


製　品
遠心力高強度プレストレストコンクリート杭又はこれに類する杭

外殻鋼管付きコンクリート杭

遠心力鉄筋コンクリート杭

既製コンクリート杭の種類

※Ｆｃ＝設計基準強度

(1) PHC　(PHC杭、節付PHC杭、高強度PHC杭、高強度節付PHC杭)　Fc=85,105N/mm2

(2) PRC　(PRC杭、節付PRC杭、高強度PRC杭)　Fc=85,105N/mm2

(3) S　C　(SC杭、高強度SC杭)　Fc=80,105N/mm2
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ＰＨＣ杭

プレテンション方式遠心力高強度プレストレスコンクリート杭

特長・用途
PHC杭は、設計基準強度80N/m㎡以上の高強度コンクリートを遠心締固めによって製造したコンクリート杭
である。有効プレストレス量によって、A種（4N/m㎡）、B種（8N/m㎡）、C種（10N/m㎡）に区分される。
高強度コンクリートであるため、高軸方向耐力を有する事を特長としている。
また、せん断耐力及び変形性能を確保するために、道路橋示方書同解説の規定によるらせん筋量を多くし
たせん断補強杭（いわゆるJIS強化杭）もある。

標準規格
JIS A 5373：2016の附属書Eのうち推奨仕様E-1（Ⅰ類）によるもの
外径；300～800mm
種類；A・B・C種
杭長；4m～15m（1m単位）
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ＰＨＣ杭

プレテンション方式遠心力高強度プレストレスコンクリート杭

特長・用途
PHC杭は、設計基準強度80N/m㎡以上の高強度コンクリートを遠心締固めによって製造したコンクリート杭
である。有効プレストレス量によって、A種（4N/m㎡）、B種（8N/m㎡）、C種（10N/m㎡）に区分される。
高強度コンクリートであるため、高軸方向耐力を有する事を特長としている。
また、せん断耐力及び変形性能を確保するために、道路橋示方書同解説の規定によるらせん筋量を多くし
たせん断補強杭（いわゆるJIS強化杭）もある。

標準規格
JIS A 5373：2016の附属書Eのうち推奨仕様E-1（Ⅰ類）によるもの
外径；300～800mm
種類；A・B・C種
杭長；4m～15m（1m単位）
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節節  杭杭

節付きＰＨＣ杭

特長・用途
節杭は、地盤の摩擦力を大きくとることを目的とし、PHC杭（本体部）に定間隔（主に1ｍ間隔）に節部を
設けた杭である。主に摩擦杭として用いられてきたが、最近では支持杭としても使用されている。

標準規格
JIS A 5373：2016の附属書Eのうち推奨仕様E-1（Ⅰ類）
外径；本体部径300ｍｍ～本体部径600ｍｍ
種類；A・B・C種
杭長；4m～15m（1m単位）

ＰＲＣ杭

遠心力プレストレスト鉄筋コンクリート杭

特長・用途
PRC杭は、PHC杭に鉄筋コンクリート用異形鋼棒又は平鋼を配置し、横拘束筋としてせん断補強筋を
付与したもので高曲げ耐力、変形能力、せん断耐力を有している。上杭として主に使用されている。
（一社）コンクリートパイル建設技術協会では、有効プレストレス量6N/m㎡程度のPRC杭をCPRC杭の
名称で標準仕様化している。

標準規格
JIS A5373：2016の附属書Eに準じる（Ⅱ類）
外径；300～800mm
異形鉄筋径；13mm～29mm
（平鋼形状；厚9mm×幅19mm～16mm×32mm）
有効プレストレス量；4～8N/m㎡
杭長；4m～12m（1m単位）
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節節  杭杭

節付きＰＨＣ杭

特長・用途
節杭は、地盤の摩擦力を大きくとることを目的とし、PHC杭（本体部）に定間隔（主に1ｍ間隔）に節部を
設けた杭である。主に摩擦杭として用いられてきたが、最近では支持杭としても使用されている。

標準規格
JIS A 5373：2016の附属書Eのうち推奨仕様E-1（Ⅰ類）
外径；本体部径300ｍｍ～本体部径600ｍｍ
種類；A・B・C種
杭長；4m～15m（1m単位）

ＰＲＣ杭

遠心力プレストレスト鉄筋コンクリート杭

特長・用途
PRC杭は、PHC杭に鉄筋コンクリート用異形鋼棒又は平鋼を配置し、横拘束筋としてせん断補強筋を
付与したもので高曲げ耐力、変形能力、せん断耐力を有している。上杭として主に使用されている。
（一社）コンクリートパイル建設技術協会では、有効プレストレス量6N/m㎡程度のPRC杭をCPRC杭の
名称で標準仕様化している。

標準規格
JIS A5373：2016の附属書Eに準じる（Ⅱ類）
外径；300～800mm
異形鉄筋径；13mm～29mm
（平鋼形状；厚9mm×幅19mm～16mm×32mm）
有効プレストレス量；4～8N/m㎡
杭長；4m～12m（1m単位）



ＳＣ杭

外殻鋼管付きコンクリート杭

特長・用途
SC杭は、設計基準強度80N/m㎡以上の高強度コンクリートを鋼管の中空部に注入し、遠心締固めに
よって製造した鋼管コンクリート杭である。
膨張材を添加することでコンクリートと鋼管の付着力を高めている。
尚、鋼管の材質は、JIS G 3444（一般構造用炭素鋼鋼管）に規定されているSTK400､STK490､あるい
はJIS A 5525（鋼管ぐい）に規定されるSKK400、SKK490が一般的に使用されている。大きな曲げ変形
を生じてもコンクリートが鋼管の局部座屈を防止し、コンクリートは鋼管により拘束されているので、非
常に大きな靭性を有する。経済性を考慮して、上杭として主に使用されている。

標準規格
JIS A 5372:2016の附属書Aに準じる（Ⅱ類）、SC団体規格
外径；300～800mm
鋼管厚；t=6.0mm～25.0mm
杭長；4m～15m（1.0m単位）
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工　法
　現在、パイルメーカーにおいて各種の新しい工法が開発され、既製コンクリート杭の品種も多くなり、製品と工
法を組み合わせた杭施工法は多岐に渡っています。ひとつの工法でも摩擦杭から高支持力杭までの範囲で用い
られるものもあり、支持力特性に合わせて工法を分類し、細分化した場合には幅輳してしまい、混乱を招くことが
懸念されます。
　したがって、既往の分類方法が需要家の皆様に既に浸透していること、また新工法であっても既往の分類中に
包含させることが可能であると判断し、従来通りの工法分類といたしました。
　今回の分類において、プレボーリング根固め工法とプレボーリング拡大根固め工法の区分の基本的な考え方を
以下に示します。
・プレボーリング根固め工法
　掘削工程はストレートとし、掘削孔底部に根固め液注入を行って、通常地盤又は支持層中に根固め改良体　
　（杭と地盤を固着させる固化体）を築造し、杭先端部を改良体中に部分又は完全挿入させる工法です。
　（杭先端支持力係数α＝100～200）。
・プレボーリング拡大根固め工法
　掘削工程において根固め部位はストレート又は拡大掘削とし、掘削孔底部に根固め液を注入して、支持層中に
　杭径より大きい径の根固め球根柱（支持層地盤中に固着した固化体）を築造し、球根柱に杭先端部を挿入させ
　て、支持力を発現する工法です。（杭先端支持力係数α≧250）。

＜工法分類について＞

既製コンクリート杭の施工法の分類

2020年12月末日現在

打 撃（ 直 打 ち ）工 法

プレボーリング併用打撃工法

プレボーリング工法

中 堀 り 工 法

土木用プレボーリング杭工法

プレボーリング根固め工法

プレボーリング拡大根固め工法

中 堀 り 打 撃 工 法

中 堀 り 根 固 め 工 法

打　込　み　工　法

埋　込　み　工　法

・打撃（直打ち）工法、
　プレボーリング併用打撃工法
　　COPITA会員各社

・土木用プレボーリング杭工法
　　COPITA型プレボーリング杭工法

・プレボーリング根固め工法
　　セメントミルク工法
　　COPITA会員各社

・プレボーリング拡大根固め撃工法　
　　Hyper-MAGA工法（標準型）
　　HiFB（ハイエフビー）工法
　　Hyper-ストレート工法（標準型）
　　Hyper-ストレート工法（粘土質地盤）

・中堀り打撃工法　
　　COPITA会員各社

・中堀り根固め工法　
　　COPITA会員各社



MEGA工法
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施工地盤

施工能率

騒音(音源より30m)

振動(音源より30m)

沖縄テクノクリート㈱ 098-868-2522

東洋コンクリート㈱ 098-945-2762

リウコン㈱ 098-945-3778

国土交通省告示第1113号 φ300～φ800

砂質地盤 杭施工地盤面-60m

礫質地盤 杭施工地盤面-60m

粘土質地盤 杭施工地盤面-60m

会社名
認定･評定番号
性能評価番号

適用杭径 適用先端地盤
適用施工長

(施工地盤からの深さ)

施工
　硬い中間層を有する地盤も施工可能であるが、掘削孔が崩壊する地盤では検討が必要

   （500φ-40ｍ）１２０～２００ｍ／日

公害
　規制基準外最終打撃時　90デシベル

　規制基準外

支持層の確認方法
　杭径以下で支持層までオーガー掘削した後、アースオーガーの先端に付着している土と土質柱状図に相違がない
かを確認し、油圧ハンマ等で所定深度まで打撃を加えハンマの落下高・打撃貫入量及びリバウンド量を測定し、鉛
直支持力を確認して打ち止める。

支持力算定方式
　N：先端抵抗N値で、杭先端より下方で1D、上方へ4Dの間の実測N値(ただし、N値は100以下とする。)の平均値とする。(Dは杭の直系)

　Ap：杭先端の断面積(㎡）

　Ns：基礎杭の周囲の地盤のうち砂質地盤の標準貫入試験による打撃回数(30を超えるときは30とする。)の平均値。

　Ls：基礎杭がその周囲の地盤のうち砂質地盤に接する長さの合計(ｍ)

　qu：基礎杭の周囲の地盤のうち粘土質地盤の一軸圧縮強度(200を超えるときは200とする。)の平均値(kN/㎡)

　Lc：基礎杭がその周囲の地盤のうち粘土質地盤に接する長さの合計(ｍ)

　φ：基礎杭の周囲の長さ(ｍ)

支持力発現方式 　打撃

法工み込打称名の法工

法工撃打用併ーガーオ名法工りよに表類分

＝α（法工撃打用併グンリーボレプ名法工 300）

施工法

概要

　本工法は、杭の打込み位置にあらかじめアースオーガーなどを用いて地盤中に杭径程度で所定深度まで掘削した後、この
掘削孔に杭を建て込み支持層地盤までパイルハンマーで打込み、支持カを発現・確認する工法である。

施工順序
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施工地盤

施工能率

騒音(音源より30m)

振動(音源より30m)

沖縄テクノクリート㈱ 098-868-2522

東洋コンクリート㈱ 098-945-2762

リウコン㈱ 098-945-3778

国土交通省告示第1113号 φ300～φ600

砂質地盤 杭施工地盤面-40m

礫質地盤 杭施工地盤面-40m

粘土質地盤 杭施工地盤面-40m

会社名
認定･評定番号
性能評価番号

適用杭径 適用先端地盤
適用施工長

(施工地盤からの深さ)

施工
　支持層が硬質岩盤層にも対応できる。

　（500φ-４０ｍ）１２０～１６０ｍ／日

公害
　70デシベル以下

　規制基準以下

支持層の確認方法 　土質柱状図とオーガ掘削時の積分電流値との比較

支持力算定方式
　N：Nは、基礎杭の先端付近の地盤の標準貫入量による打撃回数の平均値(60を超えるときは60とする。)(単位　回)を表す。

　Ap：杭先端の断面積(㎡）

　Ns：基礎杭の周囲の地盤のうち砂質地盤の標準貫入試験による打撃回数(30を超えるときは30とする。)の平均値。

　Ls：基礎杭がその周囲の地盤のうち砂質地盤に接する長さの合計(ｍ)

　qu：基礎杭の周囲の地盤のうち粘土質地盤の一軸圧縮強度(200を超えるときは200とする。)の平均値(kN/㎡)

　Lc：基礎杭がその周囲の地盤のうち粘土質地盤に接する長さの合計(ｍ)

　φ：基礎杭の周囲の長さ(ｍ)

支持力発現方式 　支持力は各種注入液と支持層の一体化によって発現される

工法の名称 埋込み工法

分類表により工法名 プレボーリング系

工法名 セメントミルク工法（α＝200）

施工法

概要

　本工法はスパイラルオーガと先端ビットにより掘削液を注入しながら地盤を掘削し、所定の深度に達したら根固め液に切り
替えて支持層の土砂を掘削、攪拌する。その後スパイラルオーガを正転で引き上げながら杭周固定液を注入する。その後、
先端閉塞型のコンクリートパイルを自沈、圧入または軽打により所定深度に定着させる工法である。

施工順序

　))5.03.3(2 0 0(
3
1
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施工地盤

施工能率

騒音(音源より30m)

振動(音源より30m)

沖縄テクノクリート㈱ 098-868-2522

東洋コンクリート㈱ 098-945-2762

リウコン㈱ 098-945-3778

国土交通省告示第1113号 φ300～φ800

砂質地盤 杭施工地盤面-60m

礫質地盤 杭施工地盤面-60m

粘土質地盤 杭施工地盤面-60m

会社名
認定･評定番号
性能評価番号

適用杭径 適用先端地盤
適用施工長

(施工地盤からの深さ)

施工
　硬い中間層を有する地盤も施工可能であるが、掘削孔が崩壊する地盤では検討が必要

   （500φ-40ｍ）１２０～２００ｍ／日

公害
　規制基準外最終打撃時　90デシベル

　規制基準外

支持層の確認方法
　杭径以下で支持層までオーガー掘削した後、アースオーガーの先端に付着している土と土質柱状図に相違がない
かを確認し、油圧ハンマ等で所定深度まで打撃を加えハンマの落下高・打撃貫入量及びリバウンド量を測定し、鉛
直支持力を確認して打ち止める。

支持力算定方式
　N：先端抵抗N値で、杭先端より下方で1D、上方へ4Dの間の実測N値(ただし、N値は100以下とする。)の平均値とする。(Dは杭の直系)

　Ap：杭先端の断面積(㎡）

　Ns：基礎杭の周囲の地盤のうち砂質地盤の標準貫入試験による打撃回数(30を超えるときは30とする。)の平均値。

　Ls：基礎杭がその周囲の地盤のうち砂質地盤に接する長さの合計(ｍ)

　qu：基礎杭の周囲の地盤のうち粘土質地盤の一軸圧縮強度(200を超えるときは200とする。)の平均値(kN/㎡)

　Lc：基礎杭がその周囲の地盤のうち粘土質地盤に接する長さの合計(ｍ)

　φ：基礎杭の周囲の長さ(ｍ)

支持力発現方式 　打撃

法工み込打称名の法工

法工撃打用併ーガーオ名法工りよに表類分

＝α（法工撃打用併グンリーボレプ名法工 300）

施工法

概要

　本工法は、杭の打込み位置にあらかじめアースオーガーなどを用いて地盤中に杭径程度で所定深度まで掘削した後、この
掘削孔に杭を建て込み支持層地盤までパイルハンマーで打込み、支持カを発現・確認する工法である。

施工順序

　))5.03.3(3 0 0(
3
1

φ⋅⋅+⋅+⋅⋅= LcquLsNsApNR a

施工地盤

施工能率

騒音(音源より30m)

振動(音源より30m)

沖縄テクノクリート㈱ 098-868-2522

東洋コンクリート㈱ 098-945-2762

リウコン㈱ 098-945-3778

国土交通省告示第1113号 φ300～φ600

砂質地盤 杭施工地盤面-40m

礫質地盤 杭施工地盤面-40m

粘土質地盤 杭施工地盤面-40m

会社名
認定･評定番号
性能評価番号

適用杭径 適用先端地盤
適用施工長

(施工地盤からの深さ)

施工
　支持層が硬質岩盤層にも対応できる。

　（500φ-４０ｍ）１２０～１６０ｍ／日

公害
　70デシベル以下

　規制基準以下

支持層の確認方法 　土質柱状図とオーガ掘削時の積分電流値との比較

支持力算定方式
　N：Nは、基礎杭の先端付近の地盤の標準貫入量による打撃回数の平均値(60を超えるときは60とする。)(単位　回)を表す。

　Ap：杭先端の断面積(㎡）

　Ns：基礎杭の周囲の地盤のうち砂質地盤の標準貫入試験による打撃回数(30を超えるときは30とする。)の平均値。

　Ls：基礎杭がその周囲の地盤のうち砂質地盤に接する長さの合計(ｍ)

　qu：基礎杭の周囲の地盤のうち粘土質地盤の一軸圧縮強度(200を超えるときは200とする。)の平均値(kN/㎡)

　Lc：基礎杭がその周囲の地盤のうち粘土質地盤に接する長さの合計(ｍ)

　φ：基礎杭の周囲の長さ(ｍ)

支持力発現方式 　支持力は各種注入液と支持層の一体化によって発現される

工法の名称 埋込み工法

分類表により工法名 プレボーリング系

工法名 セメントミルク工法（α＝200）

施工法

概要

　本工法はスパイラルオーガと先端ビットにより掘削液を注入しながら地盤を掘削し、所定の深度に達したら根固め液に切り
替えて支持層の土砂を掘削、攪拌する。その後スパイラルオーガを正転で引き上げながら杭周固定液を注入する。その後、
先端閉塞型のコンクリートパイルを自沈、圧入または軽打により所定深度に定着させる工法である。

施工順序

　))5.03.3(2 0 0(
3
1
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施工地盤

施工能率

騒音(音源より30m)

振動(音源より30m)

沖縄テクノクリート㈱ 098-868-2522

東洋コンクリート㈱ 098-945-2762

リウコン㈱ 098-945-3778

建設省住宅局建築指導課
平成5年7月監修の工法

φ500～φ800

砂質地盤 杭施工地盤面-80m

礫質地盤 杭施工地盤面-80m

粘土質地盤(硬質) 杭施工地盤面-80m

会社名
認定･評定番号
性能評価番号

適用杭径 適用先端地盤
適用施工長

(施工地盤からの深さ)

施工
　粘性の高い中間層及び礫層を有する地盤では検討が必要　

（500φ - ４０ｍ）　１２０～２００ｍ／日

公害
　規制基準外最終打撃時　90デシベル

　規制基準外

支持層の確認方法
　支持力は杭頭部を打撃することによって発現されるため、貫入量Sやリバウンド量Kから動的支持力算定式
によって杭1本ごとの支持力が確認できる。

支持力算定方式
　N：杭先端から下方に1D、上方に4Dの範囲の平均N値(N≦60)

　N：標準貫入試験によるN値(N≦60)

　 (注)N値及びN値に関しては特定行政庁によって取り扱いが定められているのでそれによる。

　D：杭径(ｍ）

　Ap：杭先端閉そく断面積(㎡）

　L：地盤中にある摩擦力を考慮しうる杭長（ｍ）

　φ：杭周長(ｍ）

支持力発現方式 　打撃

工法の名称 埋込み工法

分類表により工法名 中掘り工法

工法名 中掘り最終打撃工法打撃工法（α＝300）

施工法

概要

中掘り最終打撃工法は、既製コンクリートパイルを用いた埋め込み杭工法に分類される中掘り工法である。本工法
は、杭の中空部に挿入したスパイラルオーガと掘削ビットにより杭先端地盤を掘削し、掘削残土を杭中空部を通して
杭頭部から排出しながら所定深度まで杭の自重または強制圧入により支持層直近深度まで沈設する。その後、ド
ロップハンマーや油圧ハンマーで杭頭部を打撃することによって支持力を発現させる工法である。

施工順序

(300

施工地盤

施工能率

騒音(音源より30m)

振動(音源より30m)

沖縄テクノクリート㈱ 098-868-2522

東洋コンクリート㈱ 098-945-2762

リウコン㈱ 098-945-3778

建設省住宅局建築指導課
平成5年7月監修の工法

φ500～φ800

砂質地盤 杭施工地盤面-80m

礫質地盤 杭施工地盤面-80m

粘土質地盤(硬質) 杭施工地盤面-80m

会社名
認定･評定番号
性能評価番号

適用杭径 適用先端地盤
適用施工長

(施工地盤からの深さ)

施工
　粘性の高い中間層及び礫層を有する地盤では検討が必要　

（500φ - ４０ｍ）　１２０～１６０ｍ／日

公害
　70デシベル以下

　規制基準以下

支持層の確認方法 　土質柱状図とオーガ掘削時の積分電流値との比較

支持力算定方式
　N：杭先端から下方に1D、上方に4Dの範囲の平均N値(N≦60)

　N：標準貫入試験によるN値(N≦60)

 (注)N値及びN値に関しては特定行政庁によって取り扱いが定められているのでそれによる。

　D：杭径(ｍ）

　Ap：杭先端閉そく断面積(㎡）

　L：地盤中にある摩擦力を考慮しうる杭長（ｍ）

　φ：杭周長(ｍ）

支持力発現方式
　支持層中の所定深度まで杭を沈設した後，掘削ビット先端から根固め液を注入し，根固め球根を築造し、支持力を
発現させる。

工法の名称 埋込み工法

分類表により工法名 中掘り工法

工法名 中掘り根固め工法（α＝200）

施工法

概要

杭中空部に挿入したオーガにより、杭先端の地盤を掘削し、掘削した土砂を杭中空部を通して杭頭部から排出、杭の自重およ
び圧入により所定深度まで杭を沈設する、そのオーガ先端から根固め液を注入し球根を築造し、根固めの硬化によって支持力
を発現させる。低振動、低騒音で施工できる。

施工順序

(200
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施工地盤

施工能率

騒音(音源より30m)

振動(音源より30m)

沖縄テクノクリート㈱ 098-868-2522

東洋コンクリート㈱ 098-945-2762

リウコン㈱ 098-945-3778

建設省住宅局建築指導課
平成5年7月監修の工法

φ500～φ800

砂質地盤 杭施工地盤面-80m

礫質地盤 杭施工地盤面-80m

粘土質地盤(硬質) 杭施工地盤面-80m

会社名
認定･評定番号
性能評価番号

適用杭径 適用先端地盤
適用施工長

(施工地盤からの深さ)

施工
　粘性の高い中間層及び礫層を有する地盤では検討が必要　

（500φ - ４０ｍ）　１２０～２００ｍ／日

公害
　規制基準外最終打撃時　90デシベル

　規制基準外

支持層の確認方法
　支持力は杭頭部を打撃することによって発現されるため、貫入量Sやリバウンド量Kから動的支持力算定式
によって杭1本ごとの支持力が確認できる。

支持力算定方式
　N：杭先端から下方に1D、上方に4Dの範囲の平均N値(N≦60)

　N：標準貫入試験によるN値(N≦60)

　 (注)N値及びN値に関しては特定行政庁によって取り扱いが定められているのでそれによる。

　D：杭径(ｍ）

　Ap：杭先端閉そく断面積(㎡）

　L：地盤中にある摩擦力を考慮しうる杭長（ｍ）

　φ：杭周長(ｍ）

支持力発現方式 　打撃

工法の名称 埋込み工法

分類表により工法名 中掘り工法

工法名 中掘り最終打撃工法打撃工法（α＝300）

施工法

概要

中掘り最終打撃工法は、既製コンクリートパイルを用いた埋め込み杭工法に分類される中掘り工法である。本工法
は、杭の中空部に挿入したスパイラルオーガと掘削ビットにより杭先端地盤を掘削し、掘削残土を杭中空部を通して
杭頭部から排出しながら所定深度まで杭の自重または強制圧入により支持層直近深度まで沈設する。その後、ド
ロップハンマーや油圧ハンマーで杭頭部を打撃することによって支持力を発現させる工法である。

施工順序

(300

施工地盤

施工能率

騒音(音源より30m)

振動(音源より30m)

沖縄テクノクリート㈱ 098-868-2522

東洋コンクリート㈱ 098-945-2762

リウコン㈱ 098-945-3778

建設省住宅局建築指導課
平成5年7月監修の工法

φ500～φ800

砂質地盤 杭施工地盤面-80m

礫質地盤 杭施工地盤面-80m

粘土質地盤(硬質) 杭施工地盤面-80m

会社名
認定･評定番号
性能評価番号

適用杭径 適用先端地盤
適用施工長

(施工地盤からの深さ)

施工
　粘性の高い中間層及び礫層を有する地盤では検討が必要　

（500φ - ４０ｍ）　１２０～１６０ｍ／日

公害
　70デシベル以下

　規制基準以下

支持層の確認方法 　土質柱状図とオーガ掘削時の積分電流値との比較

支持力算定方式
　N：杭先端から下方に1D、上方に4Dの範囲の平均N値(N≦60)

　N：標準貫入試験によるN値(N≦60)

 (注)N値及びN値に関しては特定行政庁によって取り扱いが定められているのでそれによる。

　D：杭径(ｍ）

　Ap：杭先端閉そく断面積(㎡）

　L：地盤中にある摩擦力を考慮しうる杭長（ｍ）

　φ：杭周長(ｍ）

支持力発現方式
　支持層中の所定深度まで杭を沈設した後，掘削ビット先端から根固め液を注入し，根固め球根を築造し、支持力を
発現させる。

工法の名称 埋込み工法

分類表により工法名 中掘り工法

工法名 中掘り根固め工法（α＝200）

施工法

概要

杭中空部に挿入したオーガにより、杭先端の地盤を掘削し、掘削した土砂を杭中空部を通して杭頭部から排出、杭の自重およ
び圧入により所定深度まで杭を沈設する、そのオーガ先端から根固め液を注入し球根を築造し、根固めの硬化によって支持力
を発現させる。低振動、低騒音で施工できる。

施工順序

(200
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承認施工会社 取得年月日 適用杭径 適用先端地盤
認定・評定番号
性能評価番号

沖縄テクノクリート㈱

東洋コンクリート㈱

リ　 ウ 　コ 　ン㈱

適用施工長
（施工地盤面からの深さ）

098ｰ868ｰ2522

098ｰ945ｰ2762

098ｰ945ｰ3778

TACP-0257

TACP-0258

TACP-0493

H19.10.5

H19.10.5

H27.8.18

300～1200

砂質地盤

礫質地盤

粘土質地盤

63m以下

66m以下

69m以下

承認施工会社 取得年月日 適用杭径 適用先端地盤
認定・評定番号
性能評価番号

沖縄テクノクリート㈱

東洋コンクリート㈱

リ　 ウ 　コ 　ン㈱

適用施工長
（施工地盤面からの深さ）

098ｰ868ｰ2522

098ｰ945ｰ2762

098ｰ945ｰ3778

TACP-0404

TACP-0405
H24.3.23 300～1000

砂質地盤

礫質地盤
64.5m
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承認施工会社 取得年月日 適用杭径 適用先端地盤
認定・評定番号
性能評価番号

沖縄テクノクリート㈱

東洋コンクリート㈱

リ　 ウ 　コ 　ン㈱

適用施工長
（施工地盤面からの深さ）

098ｰ868ｰ2522

098ｰ945ｰ2762

098ｰ945ｰ3778

TACP-0257

TACP-0258

TACP-0493

H19.10.5

H19.10.5

H27.8.18

300～1200

砂質地盤

礫質地盤

粘土質地盤

63m以下

66m以下

69m以下

承認施工会社 取得年月日 適用杭径 適用先端地盤
認定・評定番号
性能評価番号

沖縄テクノクリート㈱

東洋コンクリート㈱

リ　 ウ 　コ 　ン㈱

適用施工長
（施工地盤面からの深さ）

098ｰ868ｰ2522

098ｰ945ｰ2762

098ｰ945ｰ3778

TACP-0404

TACP-0405
H24.3.23 300～1000

砂質地盤

礫質地盤
64.5m
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承認施工会社 取得年月日 適用杭径 適用先端地盤
認定・評定番号
性能評価番号

沖縄テクノクリート㈱

東洋コンクリート㈱

リ　 ウ 　コ 　ン㈱

最大施工長
（施工地盤面からの深さ）

098ｰ868ｰ2522

098ｰ945ｰ2762

098ｰ945ｰ3778

TACP-0527
TACP-0528
TACP-0529

TACP-0530
TACP-0531
TACP-0532

H29.12.12

節杭※:
ø 400-300～
ø 1200-1000
ストレート杭※:
ø 300～1200
※拡頭杭含

砂質地盤
礫質地盤
粘土質地盤

砂質地盤
礫質地盤
粘土質地盤

68.5m
68.5m
60.0m

68.0m
68.0m
60.0m

施　工　登　録　会　社

沖縄テクノクリート㈱

東洋コンクリート㈱

リ　 ウ 　コ 　ン㈱

098ｰ868ｰ2522

098ｰ945ｰ2762

098ｰ945ｰ3778
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承認施工会社 取得年月日 適用杭径 適用先端地盤
認定・評定番号
性能評価番号

沖縄テクノクリート㈱

東洋コンクリート㈱

リ　 ウ 　コ 　ン㈱

最大施工長
（施工地盤面からの深さ）

098ｰ868ｰ2522

098ｰ945ｰ2762

098ｰ945ｰ3778

TACP-0527
TACP-0528
TACP-0529

TACP-0530
TACP-0531
TACP-0532

H29.12.12

節杭※:
ø 400-300～
ø 1200-1000
ストレート杭※:
ø 300～1200
※拡頭杭含

砂質地盤
礫質地盤
粘土質地盤

砂質地盤
礫質地盤
粘土質地盤

68.5m
68.5m
60.0m

68.0m
68.0m
60.0m

施　工　登　録　会　社

沖縄テクノクリート㈱

東洋コンクリート㈱

リ　 ウ 　コ 　ン㈱

098ｰ868ｰ2522

098ｰ945ｰ2762

098ｰ945ｰ3778
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会　社　名 取得年月日 適用杭種認定・評定番号

沖縄テクノクリート㈱

東洋コンクリート㈱

リ　 ウ 　コ 　ン㈱

098ｰ868ｰ2522

098ｰ945ｰ2762

098ｰ945ｰ3778

BCJ評定

FD0183-07
H31.1.18 300～1200

会　社　名 取得年月日 適用杭種認定・評定番号

沖縄テクノクリート㈱

東洋コンクリート㈱

リ　 ウ 　コ 　ン㈱

098ｰ868ｰ2522

098ｰ945ｰ2762

098ｰ945ｰ3778

BCJ評定

FD0393-09
H31.1.11 300～1200
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会　社　名 取得年月日 適用杭種認定・評定番号

沖縄テクノクリート㈱

東洋コンクリート㈱

リ　 ウ 　コ 　ン㈱

098ｰ868ｰ2522

098ｰ945ｰ2762

098ｰ945ｰ3778

BCJ評定

FD0183-07
H31.1.18 300～1200

会　社　名 取得年月日 適用杭種認定・評定番号

沖縄テクノクリート㈱

東洋コンクリート㈱

リ　 ウ 　コ 　ン㈱

098ｰ868ｰ2522

098ｰ945ｰ2762

098ｰ945ｰ3778

BCJ評定

FD0393-09
H31.1.11 300～1200
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